
 
 

 

青
森
県
生
活
環
境
部 

高
坂
部
長
が
日
時
を
答
弁 

核
燃
再
処
理
工
場
か
ら
の

海
洋
放
出
の
日
時
が
、
青
森

県
臨
時
議
会
で
の
、
高
坂
県

生
活
環
境
部
長
の
答
弁
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
〇
日
、
再
処
理
工
場

に
反
対
す
る
鹿
内
博
議
員

（
無
所
属
）
が
質
問
し
ま
し
た

が
、
答
弁
で
は 

放
出
日
時
は

五
月
六
回
、
六
月
六
回
で
、

水
曜
日
と
金
曜
日
に
集
中
し

て
い
ま
す
。 

原
燃
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

六
月
の
放
出
量
を
発
表 

放
出
量
は
急
増
中 

七
月
二
八
日
、
日
本
原
燃

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
六
月
の
再
処

理
工
場
の
廃
液
な
ど
の
統
計

を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
も
ト

リ
チ
ウ
ム
の
み
の
数
値
掲
載
で

す
が
、
一
九
兆
ベ
ク
レ
ル
で
四

月
の
実
に
十
一
万
倍
で
す
。

四
月
か
ら
の
合
計
は
二
三
兆

ベ
ク
レ
ル
で
、
年
間
管
理
目
標

値
の
０
・
１
２
％
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
第
一
ス

テ
ッ
プ
で
生
じ
た
廃
液
は
全
部

放
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

七
月
も
放
出
は
続
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
海
水
浴
や

海
洋
生
物
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。 

放
出
の
即
時
中
止
と
、
早

急
な
事
態
の
説
明
を
強
く
求

め
ま
す
。 

０ 
 

 

０ 
 

 

０ 
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 原
燃
に
説
明
会
再
要
請 

 

七
月
十
日 

宮
古
市 

七
月
十
日
、
熊
坂
義
裕
宮

古
市
長
、
三
上
敏
市
議
会
議

長
、
大
井
誠
治
宮
古
、
畠
山

武
男
田
老
、
伊
藤
隆
一
重
茂

の
三
漁
協
組
合
長
は
、
日
本

原
燃
兒
島
伊
佐
美
社
長
宛
、

住
民
説
明
会
開
催
を
求
め
て

再
度
要
請
書
を
送
り
ま
し

た
。 

 安
全
確
保
要
請 

 

七
月
二
〇
日 

岩
手
県 

 

岩
手
県
は
七
月
二
〇
日
、

菊
池
秀
一
県
環
境
生
活
部
長

が
日
本
原
燃
を
訪
問
し
て
▽

万
全
な
安
全
確
保
▽
県
民
に

分
か
り
や
す
い
広
報
の
二
点

を
要
望
し
ま
し
た
。 

七
月
十
五
日
青
森
市
で
の

「
再
処
理
操
業
の
中
止
を
求

め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
併
せ
て

開
催
さ
れ
た
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

被
曝
」
学
習
会
に
お
い
て
講
師

の
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所

小
出
裕
章
先
生
は
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
被
曝
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説

明
し
ま
し
た
。 

小
出
先
生
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
は
人
間
が
初
め
て
作
り
出
し

た
放
射
性
核
種
の
一
つ
で
あ

り
人
類
が
遭
遇
し
た
物
質
の

う
ち
で
最
悪
の
毒
性
を
持
つ
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
は
粒
子

線
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ
線
を
数
万

年
も
出
し
続
け
人
間
の
組
織

内
に
入
っ
た
場
合
排
出
さ
れ

に
く
い
。
例
え
ば
、
肺
の
細
胞

に
付
着
し
た
場
合
、
短
期
半

減
期
の
核
種
と
は
違
っ
て
、
長

く
周
囲
の
細
胞
に
放
射
線
を

照
射
し
続
け
、
細
胞
核
な
ど

に
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

る
。
当
然
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
結
合
を

切
断
し
た
り
す
る
。
紙
も
透

過
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
臓

器
膜
も
透
過
し
に
く
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
体
外
か
ら
の

探
知
は
容
易
で
な
い
。
肺
な
ど

の
組
織
内
で
の
「
挙
動
」
は
不

明
で
あ
る
が
、
少
量
で
も
、
癌

な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険
は

極
め
て
高
い
、
な
ど
と
述
べ
ま

し
た
。
又
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
除

去
・
閉
じ
こ
め
の
技
術
は
お
金

さ
え
か
け
れ
ば
可
能
で
あ
る

と
も
述
べ
ま
し
た
。 
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小出裕章先生 

 

肺に吸い込まれた 

 プルトニウムは 

   微量でも危険 
 

京都大学原子炉実験所 

 小出裕章先生講演 
 （青森学習会） 



【高
田
上
映
会 

約
二
〇
〇
人 

】 

漁
業
者
・婦
人
会
な
ど 

 

各
地
か
ら
広
く
参
集 

 

陸
前
高
田
市
「
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
」

で
開
催
さ
れ
た
上
映
会
で
は

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
の
ミ
ニ
講

演
会
も
持
た
れ
、
映
画
制
作

の
動
機
、
思
い
、
現
地
の
様

子
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

〔
実
行
委
員
か
ら
報
告
記
事

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
〕 

 

予
想
を
超
え
る
観
客
数 

 

チ
ケ
ッ
ト
の
半
券
に
よ
る

確
認
で
入
場
者
数
一
八
六
人
。 

ス
タ
ッ
フ
と
合
わ
せ
て
二
〇

〇
人
強
と
言
う
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。
漁
業
者
、
婦
人
会
、

一
般
市
民
、
陸
前
高
田
、
大

船
渡
、
三
陸
、
越
喜
来
、
釜

石
。
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、

結
構
広
い
範
囲
か
ら
で
し
た
。 

鎌
仲
監
督
の
ミ
ニ
講
演
と
、

質
疑
応
答
を
含
め
三
時
間
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、

一
人
も
途
中
で
帰
る
人
も
い

な
く
、
時
間
が
足
り
な
い
く

ら
い
。
ま
ず
は
、
大
成
功
と

実
行
委
員
皆
握
手
で
祝
い
ま

し
た
。 

鎌
仲
監
督
関
係
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

他
資
料
も
完
売
。
盛
岡
の
生

協
の
勉
強
会
の
チ
ラ
シ
、〔
三

陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る

岩
手
の
会
〕
の
ミ
ニ
コ
ミ
通

信
二
二
号
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
、
ご
自
由
に
お
と
り
く

だ
さ
い
、
と
言
っ
て
置
い
た

ら
、
全
部
無
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

原
燃
の
人
達
に 

海
の
幸
を
ご
ち
そ
う
し
た
い 

終
わ
っ
た
後
の
打
ち
上
げ

に 

鎌
仲
監
督
に
是
非
ご
馳

走
し
た
い
と
持
ち
寄
っ
た
海

の
幸
、
山
の
幸
。
今
が
、
旬

の
ウ
ニ
、
ほ
や
、
鰹
、
あ
い

な
め
、
ほ
た
て
、
岩
カ
キ
、

か
に
、
気
仙
沼
の
方
々
の
イ

カ
の
塩
辛
。
ど
れ
を
と
っ
て

も
、
一
般
市
場
に
は
出
て
こ

な
い
漁
業
者
自
慢
の
海
の
幸
。

七
月
解
禁
に
な
っ
た
ア
ユ
、

イ
ワ
ナ
を
炭
火
で
焼
い
た
焼

き
魚
。
地
元
の
小
学
生
と
酒

造
会
社
の
方
々
と
で
、
田
植

え
や
稲
刈
り
を
し
た
お
米
を

仕
込
ん
だ
お
酒
（
陸
前
高
田

で
し
か
売
ら
な
い
）
、
弊
社

の
醤
油
、
ぽ
ん
酢
、
漬
物
。

全
員
の
り
の
り
！
！ 

鎌
仲

監
督
も
大
喜
び
。
皆
さ
ん
に

も
食
べ
さ
せ
た
か
っ
た
で
す
。 

人
の
考
え
方
、
感
じ
方
は

様
々
。
そ
れ
を
お
互
い
に
認

め
合
う
包
容
力
（
決
し
て
妥

協
で
は
な
く
）
が
、
対
立
を

生
ま
な
い
運
動
に
な
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。 

打
ち
上
げ
で
、
主
人
が
言

い
出
し
た
の
は
、
こ
の
美
味

し
い
物
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を

し
て
、
原
燃
の
方
々
を
招
待

し
よ
う
か 

で
し
た
。
多
分

こ
の
美
味
し
さ
を
知
ら
な
い

の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
（
み
） 

【
北
上
上
映
会 

約
一
一
〇
人
】 

す
ば
ら
し
い
ワ
カ
メ
を 

台
無
し
に
し
な
い
で
！ 

 

消
費
者
か
ら
怒
り
の
声 

 
 

七
月
三
〇
日
、
北
上
市
民

交
流
祭
事
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
回
の
上
映
と
鎌
仲

ひ
と
み
監
督
の
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

核
の
村
の
生
活
か
ら 

本
質
に
迫
ろ
う
と 

思
い
ま
し
た
。 

 
 

鎌
仲
監
督
ト
ー
ク 

鎌
仲
監
督
は
、
「
東
京
で

ふ
ん
だ
ん
に
電
気
を
使
っ
て

生
き
て
い
る
私
が
、
六
ヶ
所

の 

問
題
を
理
解
す
る
に
は
、

核
と
と
も
に
日
々
生
き
て
い

る
現
地
の
人
々
の
姿
を
知
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
話
は
じ
め
、
「
推
進

派
、
反
対
派
を
問
わ
ず
、
す

べ
て
の
人
々
に
へ
だ
て
な
く

取
材
を
要
請
し
、
『
ま
っ
さ

ら
な
』
立
場
か
ら
本
質
に
迫

ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
推
進
派
の
重
要

な
人
々
か
ら
の
協
力
が
得
ら

れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
に
努
力
し

た
の
で
す
が
、
制
作
上
の
困

難
が
伴
い
ま
し
た
」
と
語
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
下
請
け

や
派
遣
会
社
の
作
業
員
が
被

曝
し
や
す
い
危
険
な
現
場
を

担
っ
て
い
る
六
ヶ
所
の
再
処

理
工
場
の
実
態
や
、
取
材
訪

問
し
た
イ
ギ
リ
ス
セ
ラ
フ
ィ

ー
ル
ド
再
処
理
工
場
の
対
岸

の
「
マ
ン
島
」
の
放
射
能
汚

染
の
実
態
な
ど
も
話
ま
し
た
。 

さ
っ
そ
く
増
田
知
事
さ
ん

に
ハ
ガ
キ
を
出
し
ま
す 

 
 
 
 

鑑
賞
の
感
想 

鑑
賞
し
た
ば
か
り
の
、
北

上
市
在
住
の
小
原
麗
子
さ
ん

に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。 

「
放
射
能
が
海
に
流
さ
れ

て
い
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な

い
こ
と
で
す
。
帰
っ
た
ら
す

ぐ
、
『
岩
手
自
慢
の
海
産
物
、

三
陸
ワ
カ
メ
を
台
無
し
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
』
と
増
田

知
事
さ
ん
に
ハ
ガ
キ
を
書
き

ま
す
。 

映
画
が
描
い
た
六
ヶ
所
の

自
然
や
農
民
の
作
っ
て
い
る

農
作
物
が
と
て
も
美
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達

が
食
べ
て
い
た
ト
マ
ト
、
丹

精
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
見

回
る
ご
と
に
話
し
か
け
な
が

ら
育
て
て
い
た
稲
の
緑
の
美

し
さ
。
そ
れ
が
人
間
の
命
を

育
て
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

そ
の
向
こ
う
の
再
処
理
工
場

は
、
こ
の
自
然
に
比
べ
る
と
、

色
彩
の
無
い
危
い
存
在
で
し

た
。
正
反
対
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
に
大
き
な
違
和
感
を
覚
え

涙
が
出
ま
し
た
。」 

北
上
で
も
、
上
映
会
終
了

後
、
鎌
仲
監
督
を
囲
ん
で
懇

親
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。 

学
習
会 

（
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
） 

「
こ
こ
が
知
り
た
い 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
」 

主
催
い
わ
て
生
協
・
ピ
ー
ス

キ
ャ
ン
パ
ス
（
核
と
被
曝
） 

 

八
月
十
七
日(

木)

十
時 

 

場
所
・
い
わ
て
生
協 

ベ
ル
フ
青
山
店 

問
い
合
わ
せ
は 

い
わ
て
生
協 

組
織
・
機
関
運
営
本
部 

０
１
９
（
６
８
７
）
１
３
２
１ 

核
燃
の
村
「
六
ヶ
所
」
を
描
い
た
鎌
仲
ひ
と
み
監
督
の
映
画

「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
の
上
映
会
は
、
六
月
十
五
日
に
陸

前
高
田
市
で
、
三
〇
日
に
は
北
上
市
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
住

民
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。
鎌
仲
ひ
と
み
監
督
も
駆
け
つ
け
て
ト
ー

ク
を
行
い
、
美
し
い
三
陸
の
海
が
汚
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

多
く
の
人
々
が
実
情
を
知
り
考
え
て
ほ
し
い
と
語
り
ま
し
た
。 

鎌仲ひとみ監督 

ミニ講演 

高田上映会 

北
上
上
映
会 


